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研究成果の概要（和文）：本研究では、観光行動力を「旅行先で翌日に疲れを残さず観光を楽しむことが出来る
活動力」と定義し、その導出を行った。65歳以上の高齢者を被験者として実際の観光地でガイドツアーを行っ
た。客観的・主観的指標として計測したデータに対し主成分分析を行い、観光行動力を導出した。その結果を被
験者へフィードバックし、観光行動力を知ることによる意識の変化についてアンケート調査を行った。アンケー
ト調査の結果からは統計的な意識の変化はほとんどみられなかったが、健康に不安のある高齢者を対象とするこ
とで、観光旅行の促進に繋がる可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we define tourism activity ability as the ability to enjoy 
sightseeing without feeling fatigue from the previous day. A sightseeing tour was conducted with 
elderly people aged 65 and over as subjects. Principal component analysis was performed on the data 
measured as objective and subjective indices, and tourism activity ability was derived. In addition,
 we conducted a questionnaire survey on changes in awareness of tourism by knowing one's own tourism
 activity ability. Although the results of the questionnaire survey showed almost no statistically 
significant difference, the results indicated that targeting elderly people with health concerns may
 promote tourism trips. 

研究分野：観光情報学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者の体力や生活活動力に関連した研究は行われてはいるが、観光地での歩行やバイタルサインからその行動
力の導出を試みた研究はほとんど見当たらない。体力や生活活動力のみの把握では、実際の観光巡りができるか
どうか判断がつかない。本研究は、従来の高齢者の身体的評価指標に、観光行動力という新たな指標を追加提案
し、観光旅行の推進に貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）近年、日本人の国内延べ旅行者数や国内旅行消費額は微増傾向にあるが、日本の将来人口
は確実に減少し、その影響による国内旅行市場の縮小が懸念されている。国土交通政策研究所は、
訪日外国人旅行は国内旅行市場の 1割程度を占めるに過ぎず、その増加と併せて、70歳以上が
60 歳代の旅行回数を維持することができれば、国内宿泊旅行市場を拡大させる可能性があると
指摘していた。 
（２）65歳以上の高齢者で要支援・要介護認定を受けていない一般高齢者は 82.1％（2014年時
点）で、この内福祉用具を使用しているのは 22.4％であった。すなわち、大多数の高齢者が車い
すや杖を使っていない状況にあった。しかしながら、加齢とともに身体機能の低下は避けられな
い。そして、高齢者が旅行先で普段より多く歩いてしまい、翌日に疲れが残り旅行後半に十分に
楽しめないという課題があることが明らかになっていた。さらに、JTB 総合研究所によると、
70 歳以上で旅行回数が減る大きな要因の一つとして、他人のペースに合わせられないことで迷
惑をかけたくない気持ちが強くなることが報告されていた。 
 
２．研究の目的 
（１）高齢者の日頃の活動量・歩行能力の測定 
個々の高齢者の日頃の活動量が旅行時の疲れに影響を与えると考えられるため、長期間の歩
数、活動量を計測する。また、歩行能力の低下も疲れの要因と考えられるため、歩行能力を測定
する。 

 
（２）観光行動力の導出 
観光旅行でどの程度の距離を歩くと、またはどの程度の速さで歩くと翌日に疲れが残るのか
を明らかにするため、実際の観光地で実験ツアーを実施し、歩数、心拍数、活動量、疲労度を計
測する。報告者らがこれまで計測した高齢者の歩数に関するデータから、歩数と観光行動時の疲
れに相関があることが明らかとなっている。ツアーで測定した各データを用いて、4つのレベル
に分けた観光行動力を導出する。 

 
（３）自身の観光行動力の把握が高齢者に与える影響 
導出した観光行動力を高齢者へ提示する。そして、自身の観光行動力を把握することにより、
観光旅行促進に繋がるかについて、アンケート調査により明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）高齢者の日頃の活動量・歩行能力の測定 
高齢者 21名の被験者の歩幅（m/歩）、歩行速度（m/秒）、歩調（歩/秒）を測定・算出し、これ
を歩行能力とした。さらに、被験者が活量計で 1 日の歩数を１か月間セルフモニタリングを行
った。 

 
（２）観光行動力の導出 
高齢者 17名の被験者が、以下の 3つのコースについてガイドの案内による実験ツアーに参加
した。疲労度の客観的指標として活動量計、心拍計を装着し、主観的指標として日本語版
Multidimensional Fatigue Inventoryと Visual-analog scaleをツアーの前後に実施した。各デ
ータについて主成分分析を行い、4段階の観光行動力を導出した。 
・Ａコース 40分 700ｍ（アップダウンなし） 
・Ｂコース 60分 1300ｍ（若干のアップダウンあり） 
・Ｃコース 90分 2000ｍ（急な階段あり） 
本研究では観光行動力を「旅行先で翌日に疲れを残さず観光を楽しむことが出来る活動力」と
定義した。 

 
（３）自身の観光行動力の把握が高齢者に与える影響 
 以下の仮説を立てて実験ツアー前に観光動機、旅行の不安、旅行への意欲に関する 5 段階評
価のアンケート調査を実施した。 
① 観光行動力導出前と比較して、導出後は観光動機が高まる 
② 観光行動力導出前と比較して、導出後は旅行に対する不安が軽減される 
③ 観光行動力導出前と比較して、導出後は旅行への意欲が高まる 
全ての実験ツアー終了後に観光行動力を導出し、その結果を被験者に送付した。そして、実験
ツアー前と同じ質問項目に加え、観光行動力を把握した感想や、今後の観光旅行に対する意識の
変化について自由記述式のアンケート調査を実施した。 
 
 



４．研究成果 
 観光動機の回答結果からは、「健康増進のため」について統計的に有意な差が認められた。ま
た、自由記述のコメントからは，高齢者が自身の観光行動力を把握することが自信につながり、
旅行意欲への高まりが確認された。さらに、本研究の被験者は比較的旅行に対する不安が低く、
旅行意欲が高い人が多かったが、不安が高い人や旅行意欲が低い人を対象とした場合には、仮説
が支持される可能性を示した。これらの結果は、健康に不安のある高齢者が自身の観光行動力を
把握することによって、旅行に対する不安を軽減し、旅行への意欲が高まる可能性を示唆してい
る。その効果の検証のためには、本研究での課題を踏まえた健常ではない高齢者が安心して参加
できる実験ツアーを実施する必要がある。今後は、実験ツアーの回数や実施場所などを検討し、
新しい実験ツアーの方法を開発していく必要がある。 
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